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 危険 
このアイコンは怪我をする危険性があることを警告しています。 
 

 機器の警告 
このアイコンを探して、作業時に機器の損傷を防ぐ方法に関する情報
を確認してください。 
 

 ヒント 
このアイコンを探して、作業方法に関する役立つヒントを確認してく
ださい。 

機器の準備 PR 82 
フライマスター 
ユニバーサルタッチホールディングキャ
ビネット 
モデル UHCT-HD 
 

 

毎日行うメンテナンス作業 

PR 82 D1 UHCT-HDのク
リーニング 

毎月行うメンテナンス作業 
PR 82 M1 適切な UHCT-HD

保持温度の確認 

年に 1回行うメンテナンス作業 
PR 82 A1-T 空気ファンと入

出力ボードのク
リーニング 

モデル UHCT-HD、6列および 3列 

A.電源スイッチ。 B. 列。 C.USBポート。D.タッチスクリーンコントロー
ラー。   
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UHCT-HDのクリーニング 毎日 PR 82 D1  
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目的 ヒータープレートの有効性を維持するため、および相互汚染の危険性を低下させるため 

必要な時間 準備に 30分 完了まで 15分 

実施時間 閉店後 24時間営業のレストラン：込み合っていない時間帯 

警告表示     
ツールおよび提供品 
 

 

 

 

 

 

 

    

      

 多用途パッドとユニバーサルパッドを備えた高温ツール 
 マクドナルド用オールパーパススーパーコンセン
トレイト（APSC）溶液 

 バケツと消毒済み 
の清潔なタオル  バケツ 

（汚れたタオル用） 
過酸化物の複数
の表面クリーナ
ーと消毒液 

McD HA コンセ

ントレート 
McD DR 濃縮液       

手順
1 UHCTのクリーニングの準備を
し、UHCTを冷まします。 
[クリーンモード]ボタンを押し
て、UHCTをクリーンモードに
セットします。「ENTER 
CLEANING MODE?」 (クリー
ニングモードに入りますか)と
表示されます。チェックマー
クボタンを押します。 
機器を冷ましている間は
「COOLING DOWN」 (冷却
中)と表示されます。UHCTト
レイとワイヤラックをすべて
外します。 
 

UHCを冷まします。 

 
UHCが熱い状態でクリーニ
ングしないでください。 
 

 
UHCのトレイとラックを洗
うために後部のシンクに運び
ます。 

           
 
 

 

2 散らばっているくずなどを取
り除きます。 
UHCTに「SAFE TO CLEAN」  
(安全にクリーニング可能)と表
示されたら、多用途パッドを
備えた高温ツールを使用し
て、ゆるいパン粉や破片を
UHCTの反対側から押し出し
ます。 
 

 
傷のつかないパッド、ヘラ、そ
の他のブラシなどを使用しない
でください。これらを使用する
と表面に傷が付きます。 

 
 

 

3 UHCTスロットをきれいにし
ます。 
APSC/HAソリューションに浸
したマルチユースパッドを備
えた高温ツールを使用して、
各スロットの上部と下部をク
リーニングします。 
 

 
消毒溶液、 
マクドナルド用 APSC/HA 
 

 
その他の洗浄剤を使用しない
でください。指定の洗浄剤以
外のものを使用すると、制御
装置が損傷します。 

 

4 ユニバーサルパッドでスロッ
トを拭きます。 
消毒剤を浸したユニバーサル
パッドを備えた高温ツールで
各スロットを拭きます。  

5 UHCTの外側をきれいにし 
ます。 
タッチスクリーンディスプレ
イと UHCT全体の外側を、過
酸化水素の複数の表面クリー
ナーと消毒剤または DR溶液
をスプレーした清潔なタオル
で拭き取ります。 

 

 



適切な UHCT-HD保持温度の確認 毎月 PR 82 M1 
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目的 保持温度が適切で、コンピューター制御装置が正確であることを確かるため 

必要な時間 準備に 1分 完了まで 30分 

実施時間 忙しくない時間帯 24時間営業のレストラン：込み合っていない時間帯 

警告表示       

ツールおよび提供品 

 

 

             

 UHCプローブ付
き高温計 

             

手順

1 UHCTHDがきれいで、適切な
操作温度であることを確認
します。 
UHCTHDスロットのどこに
もオイルやごみなどが付い
ていないことを確認しま
す。UHCTHDの電源を入れ
て最低 30分経ってから、温
度の測定を開始します。 

 
UHCTHDが設定値に
なっています。 

2 一番上のヒータープレート
の温度を測定し、比較しま
す。 
センサーを上にして、高温
計の UHCプローブをスロ
ットに差し込みます。一番
上のヒータープレートの中
央 2.5 cm（1インチ）以内
の場所にプローブを置きま
す。高温計の測定値が安定
するまで 3分間待ちます。 
 
[温度]アイコンを押します。
各列の温度が表示されます。 
 

2つの計測温度を比較しま
す。2つの温度差が 3°C
（5°F）以上離れている場
合は、工場が認可している
サービスセンターに連絡し
てください。 
 

 
UHCTHDヒータープレート
は熱くなっています。 

 

 
測定するプレートにプ
ローブのボタンの端を
当てます。 
 

  
一番上のプレートは、
正確に 79°C (175°F)と
表示されています。 
 

 
キャビネットディスプ
レイで、高温計の温度
差が 3°C（5°F）以内
（許容差）と表示され
ています。 

3 一番下のヒータープレート
の温度を測定し、比較しま
す。 
センサーを下にして、高温
計の UHCTHDプローブをス
ロットに差し込みます。一
番下のヒータープレートの
中央 2.5 cm（1インチ）以内
の場所にプローブを置きま
す。高温計の測定値が安定
するまで 3分間待ちます。 
 
[温度]アイコンを押しま
す。各列の温度が表示され
ます。 
 
2つの計測温度を比較しま
す。2つの温度差が 3°C
（5°F）以上離れている場
合は、工場が認可している
サービスセンターに連絡し
てください。 

 
 

  
 

 
キャビネットディスプ
レイで、高温計の温度
差が 3°C（5°F）以内
（許容差）と表示され
ています。 

4 すべての UHCTHDスロッ 
トの温度を測定して比較し
ます。 
UHCTHDの各スロットで、
一番上と一番下のヒーター
プレートの温度を測定して
比較します。 
 

 
混雑していない時間帯の場
合は、一度に一つのスロッ
トの温度を測定して比較し
ます。 

 
すべてのヒータープレ
ートの温度をテストし
て、高温計の測定値と
比較します。 

 



排気ファンおよびドライバー基盤の
クリーニング 毎年 PR82 A1-T 
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PR 82 A1-T   

目的 電子部品を適切に冷めた状態で維持管理するため 

必要な時間 準備に 2分 完了まで 30分 

実施時間 閉店後 24時間営業のレストラン：込み合っていない時間帯 

警告表示         
ツールおよび提供品 
 

 

 

  

           

 技術者が提供す
るツール  

 マクドナルド用オールパーパ
ススーパーコンセントレイト
（APSC）溶液 

Diversey McD HA

コンセントレート 

           

手順

資格のある技術者のみが実施します 

1 毎日行わなければならないすべての UHCTのメンテ
ナンス手順を実施します。 
[クリーンモード]ボタンを押して、UHCTをクリーン
モードにします。UHCTトレイとワイヤラックをすべ
て外します。SAFE TO CLEAN (安全にクリーニング可
能)と表示されるまでUHCTを冷まします。毎日行わ
なければならないメンテナンス手順を実施します。 
 

 
UHCが熱い状態でクリーニングしないでください。 

2 UHCTの電源コードを外します。 
UHCTの電源コードをコンセントから外します。 
 

 
壁のコンセントからコードを抜かないと、深刻な
怪我や死亡につながる恐れがあります。UHCTの
電源スイッチでは、キャビネットへのすべての入
力電源が切断されません。 
 

 
UHCTを分解してクリーニングするためにキャビ
ネットを外す場合は、少なくとも 2人で行わなけ
ればなりません。 

3 トップパネルとサイドパネルを外します。 
プラスのドライバーで、トップパネルに付いている 4
本のネジを緩めます。ネジは取って置きます。 
トップパネルを外します。プラスのドライバーで、各
サイドパネルに付いている 2本のネジを緩めます。ネ
ジは取って置きます。サイドパネルを外します。 

4 ブラシで回路基板の埃を払います。 
埃の付いていない非帯電ブラシを使用してUHCTの
回路基板についている埃をやさしく取り払います。 

5 排気ファンの羽根を掃除します。 
各排気ファンのブレードを、McD APSCまたはHAソ
リューションをスプレーした清潔な消毒済みタオルで
拭きます。湿ったタオルが電気接続部に触れないよう
にしてください。 
 

 
消毒溶液、マクドナルド用 APSC/HA 

6 トップパネルとサイドパネルを取り付けます。 
トップパネルを取りつけます。4本のネジを差し込
んで締めます。サイドパネルを取り付けます。各
サイドでネジを 2本差し込んで締めます。 
 

7 UHCT電源コードを差し込みます。 
UHCTの電源コードをコンセントに差し込みます。 
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